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家庭裁判所が親子を引き裂くレポート 

7月24日（土)、共同親権ネットワーク（以下、ｋ

ネット）主催の講演会『離婚しても子育てしよう！

共同養育の日企画 ～家庭裁判所が親子を引き裂く

～』が行われました。大々的な告知はされなかった

にもかかわらず、50名の参加者で会場は溢れました。  

最初に挨拶をされたのは、7月10日の参議院選挙で

当選を果たされたばかりの、真山勇一さんです。維

新の党からの鞍替え出馬で、苦しい戦局が伝えられ

る中、見事下馬評を覆した真山さんの登場に、冒頭

から会場は熱気に包まれました。 

民進党には共同親権の考え方に反対する勢力も

おり、自由な発言をしづらい面があるそうです。し

かし、今後もぶれずに親子断絶問題を取り上げてい

きたい、と力強く宣言していただきました。親子断

絶防止法については、現骨子案では十分な内容と考

えておらず、さらに党利党略によって骨抜きになる

懸念もあるとしながら、このような法案が出てくる

こと自体、当事者にとっていい方向に働けばと所感

を述べられました。 

会場には、神奈川県民の方を中心に、真山さんの

選挙活動をボランティアで支援してきた当事者の

方々が、多数出席していました。真山さんは、馴染

みの顔を見つけると親しみを込めて歩み寄り、握手

を求めながら会場を後にされました。私たちの親子

問題に懸ける願いは、真山さんに伝わっているに違

いありません。国会の法務委員会で繰り返し親子断

絶の問題を取り上げてこられた真山さんの、更なる

ご活躍に期待しましょう。 

続いて、『子どもの奪い合いの現場から』をテー

マに、五領田有信弁護士が登壇されました。弁護士

といえば、皆さんはどういうイメージを持たれてい

るでしょうか。問題解決のために雇ったはずが、法

曹界の内輪の論理でしか動いてくれず、むしろ足枷 
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になるような弁護士を経験された方も多いのでは

ないでしょうか。 

五領田さんは、一風変わった経歴の持ち主です。

ケガをきっかけに、自衛隊を31歳で引退。二人の男

の子の育児、パート勤めをこなしながら、猛勉強の

末に司法試験に合格されました。私たち当事者の気

持ちに共感いただける先生であると感じました。 

いくつかの事例紹介を通して、家裁の現状について

述べられましたが、中でも裁判を進める上での戦術

的なアドバイスがあり、多くの参加者が興味深そう

に聞き入っていました。人生経験が少ないまま若く

して神のような存在になった、裁判官という人達が

相手だからこそ、裁判には必勝パターンは無いのだ、

と五領田さんは言います。客観的な意見に耳を傾け、

幅広く備えることの重要さを、五領田さんは力説さ

れました。 

なお、会場がざわつく裏話が、五領田さんによっ

て明らかにされました。日弁連の「両性の平等委員

会」が、五領田さんに「ｋネットには関わるな」と

警告してきたというのです。反対勢力の抵抗を裏付

ける、生々しいエピソードです。そのような裏工作

に動じず出席いただいた五領田さんには、会場から

温かい拍手が送られました。 

共同親権運動 
親どうしが別れても 親子が親子であるために 
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続いて、パネ

ラーによる講

話がありまし

た。 

一人目は、親

子ネット

NAGANOの

堤さん。 

単独親権とい

う制度の皺寄

せは、離婚問題

における弱者、

すなわち親権

を剥奪された別居親と、力のない子ども達に帰せら

れてきた、と堤さんは指摘します。「会えなくても、

親子だからいつかきっと会いに来る」「離婚したの

だから仕方ない」という世論の後押しを受けた国家

権力によって、別居親は忍耐を強いられ、子どもは

置いてきぼりにされてきました。 

精神的に弱くなりがちな別居親には、当事者支援

を活用して、子ども達を違法な拘束から解放する元

気と勇気を得てほしい、と話されました。 

二人目は、ｋネット運営委員の宗像さん。 

月1回の面会交流の相場など、家裁が押し付けてく

るおかしな常識を変えていくには、適切な言葉を用

いて世間に訴えていくことが重要だと、宗像さんは

話しました。 

例えば数年前、子どもと会えない状態を「引き離

し」と表現することによって、別居親に被害者とし

ての自覚が生まれ、活動が活発化したそうです。私

たちの問題が世に受け容れられる素地

が少しずつ整ってきた今、「継続性の原

則」ではなく「断絶性の原則」、「連れ

去り」ではなく「実子誘拐」など、当

事者自身が実態を的確に表した言葉を

選ぶべき、と強調されました。 

三人目は、「家裁ビギナー」こと小島

さん。 

猿の親子がプリントされたＴシャツに

短パンという、カジュアルないでたち

が眼を引きましたが、小島さんは先日、

この格好で初の試行面会でお子さんと

会われたのだそうです。 

小島さんは半年程度の当事者歴なが

ら、別居家庭を巡るおかしな常識を告

発すべく、様々

な団体、行政、

マスメディア

に精力的に働

きかけていま

す。私たち当事

者は、時間が経

つほどに疲弊

し、家裁の常識

に染められて

いきます。小島

さんの一途な

姿勢を見て、誰

もが子どもと突然会えなくなった当時の気持ちを

思い出し、刺激を受けたのではないでしょうか。 

イベントの総括として、「自分のことは自分が一

番よくわかっていないものだ」という五領田さんの

言葉が印象に残りました。私たち当事者は、子の奪

い合いの最前線で、とかく精神的に追い込まれがち

です。頼りにしている弁護士にまで法曹界の常識を

押し付けられ、何を目指すべきなのかも分からなく

なります。 

五領田さんによると、弁護士会は、感情が乱れて

いる依頼者にはさっさと返金して関係を絶つよう、

弁護士に教育するそうです。 

真に当事者に寄り添い、最後まで共に戦ってくれ

る支援者（弁護士に限らず）を頼みに、親子関係の

再構築という目標からぶれることなく戦っていき

たいものです。 

（森本） 



 

 

３ 

 

●主張 

面会交流保全の必要性 

 

小島太郎 

 

ある日突然，愛する子どもが配偶者により連れ去

られ，連絡を絶たれると，教唆弁護士達から，係争

の代理人受任のご案内をいただくことになる。妻子

とは連絡を取るなと脅される。相手側は，計画立っ

ているが，引き離され親は最初は何が起きたのかも

わからず，どうしたら良いのか，誰に相談すべきな

のか判らず大慌てとなる。自力救済を除く，法的手

続きの第一次選択は，実子誘拐に刑法 224条を適用

しない実務の運用により，「子の引き渡し請求と監護

者指定の仮処分」となるが，結果がでるまでに申し

立ててから 2カ月ぐらいはかけられてしまう。会う

ことはおろか声も聞けない。そして，調査官調査で，

虐待ネグレストが無ければ，引き渡しの必要性は無

しとされてしまう。そのまま決定されると，早々と

監護権を失うに等しいので，慌てて取り下げること

となる。 

そして，次の手続きとしては，「面会交流調停」

だけれど，これは実効支配親と別居親という立場を

既成事実化される儀式にもなる。日本を除くハーグ

条約締結国では，1.先ず早期に面会交流が行われ，

2.常居所に一旦戻し。3.監護権が話し合われること

になるが，それ程，先ずは親子を断絶させないこと

が重要だという認識がある。日本では，実子誘拐を

実行した親は当然，高葛藤であり，突然遺棄された

親も穏やかな気持ちでいる筈がないが，そのような

状況下で，子どもが両親と会うことを裁判所は良し

としていない。 

これが，実子誘拐側には都合が良く，片親疎外と

いう洗脳虐待をかける時間を貰え，完成すれば子の

意志として悪用される。そうなってしまっては手遅

れである。片親疎外が完成され，愛する子どもと争

っているような気分になり諦めるケースさえ発生し

ている。このような事は，自身にとっては当然なが

ら，子どもにとっても不幸なことである。 

あまり知られていない手続きだけれども「面会交

流の審判前の保全」と言う方法もあり，早期に充実

した面会交流の必要性を認識させる為にも是非，大

勢の被害当事者の方に申立てを行って欲しいと考え

ている。弁護士の中には，手続きとして知らない方，

無駄な手続きはしたくないと嫌がる方もいるかもし

れないけれど，いつまでも現状の運用実務に抗おう

ともせずに，従順になっていては，いつまでも今ま

でのままだと感じる。 

裁判所の手続き受付でもそのような手続きは無

いという担当者が居るかもしれない。その際は，保

全申立ての事件名がブランクの用紙を貰おう。「審判

前の保全処分申立書」と言う様式名で事件名（ ）

に（面会交流審判前の保全）と書きいれる。「求める

保全処分」の欄には，「相手方は，未成年者を速やか

に申立人に面会設定することを求める。」として，「保

全処分を求める事由」の欄には， 

「1.偽計を用いて未成年者が拐取され以降，申立人

と交流を絶たれているから。」 

「2.相手方は，面会交流の話し合いに誠実に応じる

ことなく，今後も見込めないことがあきらかである

から。」「3.未成年者のトラウマ，片親阻害などの子

の不利益の発生を早期に防止する必要があるから。」 

として，既に申し立てている面会交流調停と係属

させる旨を書きいれる。後は，主張書面や証拠資料

は，催促をされてから提出すればよい。棄却もされ

ず，速やかな交流設定も行われず放置されるケース

が多いけれど，先ずは親子の断絶を早期に防止する

ことが重要であることを訴えて行こう。 
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離婚しても子育てしよう 

「離婚と子育て」実践講座 

に参加して 
 

「離れて暮らしても、子どもには頻繁に会う」「毎週、

土曜か日曜に」「学校とか、季節の行事にも」そんな約

束を信じて、私は協議離婚しました。子どもは 3 歳、

可愛い盛りでした。約束が守られたのは一ヶ月だけ。5

年経った今、手を尽くしてはいますが、1度も会えて

いません。こんな私ですが、今回の講座では他にない

試みが企画されていたので興味を持ちました。簡単で

すが、以下にレポートします。 

この講座は、4コマを 2日かける構成だ。1 コマあた

り 90分程度だが、参加してみると質疑時間が他の団体

に比べて長めで、「一緒に考えよう」という姿勢が、孤

軍奮闘になりがちな当事者にとってはありがたいと思

った。 

“「離婚と子ども」事件の実際”では、子どもの連れ

去り案件を多く取り扱っている稲坂弁護士から、子ど

もが連れ去られた後で残された親が直面する出来事を、

家事事件の手続きに対応づけて整理、解説があった。

他の事件は、過去について争うのが一般的だが、家事

事件は現在・未来について争うことに差異がある。当

事者が策無く臨めば、家裁は現状維持したがる傾向に

ある。松戸のフレンドリーペアレント判決のように、

現在・未来について、子どもの利益に適う適切な提案

を行うことが、家裁の既定路線に飲み込まれないコツ

であることが述べられた。 

“共同養育支援の実際”では、心理カウンセラーで

ｋネット相談員の蓮見氏から、複数の支援団体の比較

や、過去の実例を交えたビジテーションの解説があっ

た。わかってはいても自分では抑えられない葛藤が減

って気持ちが楽になったり、実施確度があがったりす

るメリットがある。ビジテーションを成功させるコツ

は、”デート”を想定すること。現状、公的資金や人材

が足らないことから、利用者の経済的負担が大きい問

題がある。最近の立法化の動きが、問題解決に繋がる

期待が述べられた。 

“家庭裁判所攻略法”では、共同親権に関わる様々

な活動に携わってきたライターの宗像氏から、共同養

育請求権の解説、家裁の特徴と最近の家事事件の傾向

を交えながら、もっと家裁を活用する方法について述

べられた。離婚しても、両親には双方に養育責任があ

るので、相手方の実施誘拐・引き離しは養育責任の妨

害行為。たとえ同情的でも、家裁職員が養育責任を負

うことはなく、負うのは親。最近は、家裁も原則交流

の姿勢だが、当事者の拒否感情が強いとお手上げで、

結果、落としやすい方を落とす傾向にある。家裁職員

を味方に付けるコツが解説された。 

“調停ロールプレイ”は、ｋネット運営委員に指揮

された。調停経験を考慮して小グループを作り、グル

ープ内で調停委員・裁判官・調査官・当事者役を決め、

配役を変えて 2 ラウンド行った。調停内容は、当事者

役が現状抱える案件をベースにした。他の役も、自身

の”あるある”体験を元に当事者役の相手をした。1

ラウンド毎に、グループ内でのアドバイスの時間と、

グループ間での気づきの共有時間が取られた。私は、

座学中心のセミナーしか参加経験がなかったので、興

味深かった。実際やってみると、言葉の選び方など、

とても参考になった。また、知見者から個別案件に応

じたアドバイスも得られた。当事者役が一番お得感が

ある。 

簡単ですが、参加した講座の内容と、その感想を記

しました。総論や理念も必要ですが、家裁の現場で使

える実践的な知見が得られてとてもためになりました。

今後もこのような講座に期待します。 

（東京都荒川区 Ｈ.Ｔ.）

■共同養育と労働法■ 第11回 

東 京司 

〜雇⽤保険法における育児休業⼿当⾦制度

から⾒る共同養育〜  

２０１６年８月１日から改正された雇用保険法等が

施行され、育児休業手当金の給付上限相当額が引き

下げられる一方、２０１６年８月１日以降に開始さ

れる介護休業にかかわる介護休業手当金の支給率と

給付上限相当額が大幅に引き上げられました。 

 育児休業手当金や介護休業手当金は雇用保険法に

位置づけられている制度です。雇用保険というと、

失業給付を思い浮かべると思いますが、雇用保険法
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では「雇用継続給付制度」もあり、「高年齢雇用継続

給付」「育児休業給付」「介護休業給付」の３つの給

付金制度があります。このうち子の養育と関連する

ならば、「介護休業手当金」も子どもが介護を受ける

状況もあり得るので、広い意味で該当してくる場合

もありますが、今回は「育児休業手当金」に絞って

取り上げてみます。 

 まず育児休業手当金を受給できる労働者（被保険

者）の要件としてハローワークの難解な説明では、 

１ 一般被保険者が 1歳（パパママ育休プラス制度

を利用した場合は原則 1歳 2か月、支給対象期間の

延長に該当する場合は 1歳 6か月）未満の子を養育

するために育児休業を取得した場合に、休業開始前

の 2年間に賃金支払基礎日数 11日以上ある完全月

（過去に基本手当の受給資格決定を受けたことがあ

る方については、その後のものに限ります。）が 12

か月以上あること 

２ 育児休業期間中の 1か月ごとに、休業開始前の

1か月当たりの賃金の 8割以上の賃金が支払われて

いないこと。 

３ 就業している日数が各支給単位期間（１か月ご

との期間。下図参照）ごとに 10日（10日を超える

場合にあっては、就業している時間が 80時間）以

下であること。（休業終了日が含まれる支給単位期間

は、就業している日数が 10日（10日を超える場合

にあっては、就業している時間が 80時間）以下で

あるとともに、休業日が 1日以上あること。） 

の３つの要件を満たすことが必要であることが原則

的に要件とされています。とくにフレックスタイム

制で働かれている方には１の要件は非常に難解では

ないでしょうか？ 

 ところで１の子の年齢で括弧書きの中に「支給対

象期間の延長に該当する場合は１歳６か月」とあり

ますが、１歳６か月まで育児休業手当金を受給でき

る要件には大きく分けて２つ種類があります。 

 １ 育児休業の申出に係る子について、保育所等

における保育の実施を希望し、申込みを行っている

が、その子が 1歳に達する日後の期間について、当

面その実施が行われない場

合。いわゆる待機児童の問

題ですね。 

 ２ 常態として育児休業

の申出に係る子の養育を行

っている配偶者であって、

その子が 1歳に達する日後

の期間について常態として

その子の養育を行う予定であった方が以下のいずれ

かに該当した場合（以下、雇用保険法施行規則から

の引用なので送り仮名に注意） 

 （１）死亡したとき。 

 （２）負傷、疾病又は身体上若しくは精神上の障

害により育児休業の申出に係る子を養育することが

困難な状態になつたとき。 

 （３）婚姻の解消その他の事情により配偶者が育

児休業の申出に係る子と同居しないこととなつたと

き。 

 （４）六週間（多胎妊娠の場合にあつては、十四

週間）以内に出産する予定であるか又は産後八週間

を経過しないとき。 

このうち、２の（３）の場合についてみると、例

えば被保険者である夫の配偶者である妻が婚姻の解

消やこの無断連れ去りによって、子どもと同居しな

くなったら延長して育児休業手当金を受給できると

いうのです。１歳になった時点では支給率が０．６

７から０．５になっていて６か月間とはいえ、結構

な額の受給となります。そもそも「常態として・・・

子の養育を行っている配偶者」という前提自体が「子

の養育を常態としていない被保険者」の存在を暗喩

しているわけで、「養育」という言葉の定義は何なの

か？ということを問わざるを得ないわけです。時間

比例か何かで子の養育を常態としている親を選別す

るというのは、憲法２４条の相互の協力という理念

からかけ離れているようにも思えますし、「育児休業

の申出に係る子」以外の子（要するにその子の兄・

姉）がいる場合の当該子の養育に被保険者は関わっ

ているのかいないのか、ということも問わざるを得

ません。 

そのように考えていくと、働き方、休み方の多様

性は認められるにしても、被保険者の長時間労働の

物理的規制やデイ・ケアの充実が求められるのだと

思いますし、婚姻の状態でも離婚した後でも、両方

の親が子どもの養育に協力していくことが子どもの

成長にとって望ましいことであるということが標準

となるようなシステムづくりが必要だと思います。 
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法律問題だけでもないし……  親子断絶防止法がかなり現実味を帯びてきて、この法律に期待したいけ

れど、私は法律や司法判断とかを信頼してなくて期待できません。単独親権だとか、いい加減な DV法だとか、

子供の意見表明権の問題とか、法律に色々不備があるし、その程度の法律しか作れない政治家の人権意識の問

題とか、問題の根は深くて、断絶防止法で出来ることは知れてるだろうと思う私。DV法や虐待防止法とかも

含め様々な法律を根本から組み直さないと本質的な解決は無理。 

 昨日も朝日新聞の投稿記事でシングルマザーズフォーラムの赤石千衣子が、法案の反対意見を書いてます。

子供の意思を無視した面会は子供のためにならない、DVや虐待があっても面会させるのは良くない、とか。

法律や制度の問題を客観視せず、感情的に離婚した夫に対する抵抗感を訴えているだけに思えて仕方ありませ

ん。子供の意思を無視して引き離すこと、親に面会をさせないことで、子供に愛着障害が起きること、など引

き離した（母）親の問題や、DV 法が曖昧で冤罪が多発していること、DV に関わらず先進国では親子面会は

保証されていることなどには触れていません。 

 引き離し問題は家族間葛藤を高める労働状況や分配率の問題、家意識、少子化や非正規雇用の拡大、文教政

策、など様々な社会的背景があり、そこに個々人の生育の問題、認知の偏りや対人スキルのなさ、自己肯定感

の低さなどが重なっています。引き離された当事者にすれば、引き離した相手や理不尽な行為に介入できない

法律の問題と捉えますが、自分がなぜ引き離されたか、なぜ引き離されて辛いのか、自分の問題として理解す

ることはなく、相手の問題と理解するから相手に対する法的闘争に入ってしまいます。ここで法律が何の役に

も立たないとわかってさらに傷つくし、感情はネガティブなものになります。 

 法的解決以前に、問題が起こった時点で修復的な支援があれば、随分結果は違うと思うけれど、修復的支援

は私の他には誰もやってないみたいだし……。法律が多少変わっても、引き離された親子の苦悩は簡単に解決

できないのではないかな、残念なことだけれど。
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事務所移転                      

 東京都国立市の自宅の１階を開放し、ｋネット

の事務所を併設して１年。短い期間ながらも様々

な人たちが事務所を訪問しました。解決に結びつ

けられた人も、いまだ展望を模索中の方もいます

が、いろんな人生に出会え、いっしょに未来を考

えるという作業はとても自分の生き方も豊かにし

てくれたと思い、そういった機会をくれた人たち

に感謝している。 

 この度、宗像個人が長野県大鹿村に引っ越した

ため、国立事務所はｋネットとしては維持できず、

ｋネットの事務所機能は大鹿村に移動になった。

新しい事務所は中央道松川インターから車で40分。

周りには棚田があったり、南アルプスが見えたり、

牧場があったりの場所で、事務所兼相談室は宗像

の個人宅の日当たりのいい廊下と仕事部屋に併設

している。引っ越し屋さんが「秘境だ」と感銘を

受けていたこの場所まで相談に来る人はいるのだ

ろうか。と思ったら国立から自宅といっしょに持

ってきた「あおやぎ家族相談」のほうには、早速

相談者が迷いながらやってきた。道に迷うくらい

は、将来に思い迷うよりもたいしたことない、と

いうことなのかもしれない。 

 国立で最初に議会に陳情を上げ、親子引き離し

の問題を市民運動の俎上に乗せたのは２００８年。

その間、やり残したこともあるにはあったにして

も、やれることはやってきたという思いもある。

これからは複数の拠点で、引き続き共同親権運動

を広げていきたい。郵便物はこちらまで。運営会

議、交流会は都内で継続しています。東京にも頼

りになる仲間がいてよかったです。（宗像） 

同居親との交流会に参加して思うこと 

私は、数年程前に息子を連れ去られた上、虚偽

ＤＶ・住所非開示措置により、未だ居場所を知る

ことが出来ていない中部地方在住の男性当事者で

す。 

先日、知り合いに誘われ、某家族問題を支援す

る団体が主催するコミュニティーがあり、そこに

参加してきました。そこには私達とは逆の同居親

(全員女性)も何人か参加されており、夫々の立場

でディスカッションがなされるというものでした。 

別居親と同居親が、実情について議論するとい

う、異様な感じはありましたが、趣としては意義

があったと思われ、私も同居親と話をするという

貴重な体験をしました。 

私としては、住所非開示措置に悩まさせられて

いるところもあり、同居親からその手続きの実態

を聞き出そうと、話し掛けてみましたが、話して

はくれませんでした。 

同居親からは、面会交流のことで、色々聞くこ

とが出来たの

ですが、｢面会

後のケアが大

変｣などと言

われる方もお

り、予想通り、

否定的な感情

を持たれてい

る方が殆どで

した。全般的

に｢会わせて

あげてる｣と

いう言葉が飛び交っており、その都度私は体が反

応してしまいました。私から言わせると｢ケアが大

変｣なのは、甚だ身勝手な言い分で、子供や別居親

はもっと大変な思いをしている。そもそも不可抗

力であり、人権を侵害されているのである。 

尚、女性別居親の方もいたのですが、最初同居

親と思われており、後で周りが固まるといった事

がありました。先入観なのでしょうが、こういっ

たことが差別に繋がることを危惧せざる得ない場

面でした。ＤＶもそうですがこういった固定概念

に捉われた現場に私もいるのだなと改めて思い知

らされました。（ＫＮ） 
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瓦版 
★国立交流会 

月に１回不定期で国立公民館で

開催しています。問い合わせ・

０２６５・３９・２０６７（宗

像）ます。問い合わせください。 

☆あおやぎ家族相談 

予約の上、相談を受け付けてい

ます。０２６５・３９・２０６

７（宗像） 

★ｋネット運営会議 

不定期で開催です。参加できま

すのでお問い合わせください。 

★ｋネット都心交流会 

日時・ 11 月 12 日（土）、 15 時

～ 17時、場所・御茶ノ水 全労

連会館３０２会議室（東京都文

京区湯島２-４-４ 

http://www.zenrouren-kaikan.

jp/access.html）、資料代・５０

０円、問い合わせ・０３�６２

２６�５４１９（宗像） 

【相談会も】当日はｋネットス

タッフによる個人相談を午後１

時～２時 30分、同所にて開催し

ています。ｋネットまでご予約

下さい。運営協力費・１０００

円 

★ｋネット九州イベント「両親

の別居・離婚に直面する子ども

達をどう支えるか ～シングル

家庭の子ども支援、制度、運用、

現行法の中でできることを模索

して～」 

日時・ 10 月 15 日（土）、 15 時

～ 17時、場所・別府市野口ふれ

あいセンター（大分県別府市野

口元町 12‐ 43）、主催：ｋネッ

ト九州、一般社団法人子どもの

じかんネットワーク大分、 

問い合わせ 

namita.repo@gmail.com（ｋネッ

ト九州/川野）  

★宮崎交流会 

日時・ 11月５日（毎月第１土曜

日） 18 時～ 20 時、場所・宮崎

市民活動センター小会議室（宮

崎市橘通西１の１の１）宮崎市

民プラザ三階、参加費無料、問

い合わせ・０９８５-４７-６７

９ ７ （ 小 原 ）、 メ ー ル

gza05074@leo.bbiq.jp、＊日程

の変更がありえますのでご確認

ください。 

★鹿児島交流会 

日時・ 11 月 12 日（毎月第２土

曜日） 18 時～ 21 時、場所・サ

ンエールかごしま（鹿児島市荒

田１の４の１）、問い合わせ・０

８０-３９４６-０６２５（下窪）、

メール 

ywnwa@softbank.ne.jp 

＊日程の変更がありえますので

ご確認ください。 

★別府交流会 

日時・ 11 月 19 日（毎月第３土

曜日、 10月はｋネット九州イベ

ントの為お休み） 18時～ 21時、

場所・別府市野口ふれあいセン

ター（大分県別府市野口元町 12

の 43 ）、参加費・５００円、問

い合わせ・０９７７-７７-１９

９４、メール 

itumo.itumademo.oyako@gmail.

com、＊日程の変更がありえます

のでご確認ください。 

★コトオヤネットさっぽろ・北

海道交流会 

日時 10月 15日、 11月 19日（毎

月第３土曜日） 13時 30分～ 15

時 30 分、場所・NPO法人自立生

活センターさっぽろ 研修セン

ター会議室（札幌市白石区南郷

通 13 丁目南３南郷シティーハ

ウス１階、地下鉄東西線「南郷

13丁目」２番出口下車徒歩２分

セイコーマートの左となり２軒

目）、参加費無料、問い合わせ・

０１１‐８６３�１３７７ カ

タラン(安岡）菊之進まで、メー

ル 

kick@orange.plala.or.jp 

【ｋネット事務所】 

〒３９９�３５０２長野県下伊

那郡大鹿村大河原２２０８（郵

便はこちらにお願いします）、電

話・Ｆａｘ・０３�６２２６�

５４１９ 

【東銀座３１３ビルセミナール

ーム】 

こちらでは郵便物は受け付けて

いません。東京都中央区銀座３

‐ 1
3‐ 1
9東銀座３１３ビル８

階、最寄り駅＝地下鉄東銀座駅

徒歩３分、銀座駅徒歩 1
0分。晴

海通りから歌舞伎座のある通り

を入り、マガジンハウスのある

並び。銀座３丁目郵便局斜め向

かい。 

■郵便振込 ００１３０�５�

４７２６７９ 加入者名ｋネッ

ト 

■銀行口座 三菱東京ＵＦＪ銀

行国立支店００７２１７０（普）

ケイネット＊口座名が略称にな

りました。 

【編集後記】ｋネット事務所は

標高９００ｍ付近です。鍛えら

れるよ。（宗像） 

会員募集と寄付のお願い 

  

私たちは、親子の引き離し状況

を改善し、共同養育・共同親権

を実現する法整備、社会制度作

りを目指す別居親団体です。片

親を排除する法制度に反対して

います。実態調査や立法府への

提言、ロビー活動、裁判所の運

用改善、別居親への情報提供、

地方自治体への要請などを通じ

て、親どうしが別れても親子が

親子であるための活動を行いま

す。ホームページ等で広報に努

め、会報を年４回程度発行して

います。 

会員を募っています。 

年会費（会員は別居親とその家

族、及び会の趣旨に賛同する人）

年３０００円 

 

【入会方法】 

メールまたはファックス・電話

にて、お名前、ご連絡先、住所、

会員・賛同者の別をお知らせの

上、郵便振替または銀行口座に

て３０００円を振込ください。 

また郵便振替・銀行口座にてご

寄付を募っています。 

メール 

contact@kyodosinken.com 


